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 多 面 的 機 能 支 払 の メ ー ル マ ガ ジ ン 第 20 号 を お 届 け し ま す 。  

 今 回 の 活 動 組 織 紹 介 は 、 農 村 環 境 の 資 源 を 活 か し な が ら 都 市 農 村 交 流 等 に 取

り 組 む 組 織 と 、 広 域 活 動 組 織 の 会 合 を き め 細 か く 開 き 、 集 落 間 の 連 携 を 図 っ て

い る 組 織 を ご 紹 介 し ま す 。  

 ま た 、 今 号 か ら は 、 農 業 ・ 農 村 の 多 面 的 機 能 の 一 つ で あ る 「 自 然 環 境 を 保 全

す る 機 能 」 に 着 目 し 、 生 き も の を 育 む た め に 必 要 な 施 設 の 維 持 管 理 の ポ イ ン ト

を シ リ ー ズ で ご 紹 介 し ま す 。  

 

 

＝ ＝ ＝ 第 20 号 の 目 次 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

１ ． 活 動 組 織 の 活 動 紹 介  

 ☆ 川 又 活 動 組 織 （ 茨 城 県 水 戸 市 ） ☆  

 ☆ 横 越 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 管 理 協 定 （ 新 潟 県 新 潟 市 ） ☆  

☆ お っ ぱ ら ・ 水 ・ ド ン ボ の 里 （ 岐 阜 県 飛 騨 市 ） ☆  

２ ． 生 態 系 に 配 慮 し た 施 設 を 維 持 管 理 す る に は ？ ～ シ リ ー ズ 1： 農 村 地 域 の 自

然 ～  

３ ． 広 報 誌 「 aff」 で 各 地 の 取 組 を 紹 介 ！ ～ Team 雑 田 堀 （ 東 京 都 ） ～  

４ ． 全 国 事 例 研 究 会 の 参 加 者 募 集 ！ （ 継 続 案 内 ）  

５ ． 夏 休 み 恒 例 「 こ ど も 霞 ヶ 関 見 学 デ ー 」 開 催  

（ 編 集 後 記 ）  

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

 

 

■ １ ． 活 動 組 織 の 活 動 紹 介 ■  

☆ 川 又 活 動 組 織 （ 茨 城 県 水 戸 （ み と ） 市 ） ☆  

当 組 織 は 、 那 珂 川 と 涸 沼 川 が 合 流 す る 水 戸 市 の 東 部 に 位 置 し 、 稲 作 を 中 心 と

し て 発 展 し て き た 地 域 で 、 平 成 19 年 度 か ら 約 95 h a の 農 地 と 関 連 施 設 の 保 全

に 取 り 組 ん で い ま す 。  

基 礎 的 な 活 動 の ほ か 、 遊 休 農 地 を 利 用 し た ビ オ ト ー プ の 設 置 、 子 供 会 に よ る

植 栽 、 園 児 の 収 穫 体 験 等 を 行 っ て い ま す 。  
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平 成 26 年 度 か ら は 、 地 域 農 業 の 活 性 化 を 目 的 に 茨 城 大 学 等 と 連 携 し て 「 田 ん

ぼ ア ー ト 」 を 開 始 し ま し た 。 平 成 27 年 度 か ら は 、 全 国 的 に も 珍 し い 水 田 に 下

絵 を 描 か な い 「 作 付 マ ッ プ 」 に よ り 田 植 え を 行 っ て い ま す 。 JA・ 商 工 会 等 と 連

携 し て 開 催 す る 「 田 ん ぼ ア ー ト ま つ り 」 は 、 テ レ ビ 等 で も 紹 介 さ れ 、 年 々 参 加

者 が 増 加 し て い ま す 。  

ま た 、 平 成 27 年 度 か ら は 、 都 市 農 村 交 流 を 目 的 に 、 公 募 に よ る 「 田 植 え ・ 稲

刈 り 体 験 」 を 実 施 し て い ま す 。 県 内 外 か ら 数 日 で 定 員 に な る ほ ど の 応 募 が あ り

、 子 ど も 達 か ら は 「 楽 し い 」、「 も っ と や り た い 」 等 の 声 が あ が り ま し た 。 田 植

え 後 に は 、 地 元 で 用 意 し た お に ぎ り と 豚 汁 を 食 べ な が ら 交 流 を 深 め ま し た 。  

今 後 も 、 こ の よ う な 活 動 を 通 じ 、 農 村 の 自 然 環 境 や 資 源 を 守 り な が ら 、 希 薄

と な り つ つ あ る 地 域 の 絆 を 取 り 戻 し 、 活 性 化 に 努 め て い き た い と 思 い ま す 。  

【 川 又 活 動 組 織  代 表  山 崎 千 正 】  

 

☆ 横 越 （ よ こ ご し ） 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 管 理 協 定 （ 新 潟 県 新 潟 市 ） ☆  

 新 潟 市 の 江 南 区（ こ う な ん く ）に 位 置 す る 横 越 地 域 は 、新 潟 の 市 街 地 に 近 く 、

混 住 化 が 進 ん で い ま す 。 農 業 で は 稲 作 の 他 、 チ ュ ー リ ッ プ や 長 芋 等 も 作 付 け し

て い ま す 。法 人 の 直 売 、米 の 輸 出 等 も 手 が け て お り 、こ れ か ら の 農 業 を 見 据 え て

頑 張 っ て い ま す 。  

平 成 24 年 度 に 11 集 落 か ら な る 広 域 活 動 組 織 を 立 ち 上 げ 、 活 動 を 行 っ て い ま

す 。 当 組 織 で は 、 月 に 一 度 、 各 集 落 か ら 3 名 参 加 し て も ら い 定 例 会 を 開 催 し 、

市 か ら の 連 絡 事 項 な ど を 周 知 す る と と も に 、 各 集 落 か ら 意 見 を 出 し 合 う こ と で

合 意 形 成 を 図 っ て い ま す 。 こ う い っ た 会 合 を 定 期 的 に 行 い 、 全 集 落 の 意 見 や 情

報 を 集 約 す る こ と で 、 広 域 活 動 組 織 の 利 点 を 最 大 限 活 か せ る よ う 工 夫 を し て い

ま す 。  

横 越 地 域 で は 、多 面 的 機 能 支 払 を 活 用 し た 共 同 活 動 に よ り 、植 栽 活 動 や 小 学 校

と 連 携 し た 田 植 え 体 験 、 蛍 等 の 生 き 物 調 査 な ど 、 多 く の 方 に 地 域 を 知 っ て い た

だ く 機 会 を 設 け て い ま す 。 従 来 か ら 協 働 意 識 が 高 い 地 域 で あ っ た こ と も あ り 、

こ れ ら の 活 動 は 地 域 に 根 付 い て お り 、 今 後 も こ れ ら の 活 動 を 継 続 し て い き た い

で す 。  

【 横 越 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 管 理 協 会  会 長  青 木  清 】  

 

☆ お っ ぱ ら ・ 水 ・ ド ン ボ の 里 （ 岐 阜 県 高 山 市 ） ☆  

高 山 市 の 最 南 端 に 位 置 し 、山 々 に 囲 ま れ た 本 地 域 で は 、高 齢 化・過 疎 化 に よ り 、

こ れ ま で 通 り 農 地 を 守 る こ と が 困 難 に な っ て き て い ま し た 。 本 制 度 へ の 取 組 を

き っ か け と し て 、遊 休 農 用 地 を 活 用 し た ビ オ ト ー プ 水 路 の 設 置 や 、昔 、稲 を 脱 穀

す る た め に 使 用 し て い た「 ド ン ボ（ 唐 臼 ）」の 再 生 を 行 い ま し た 。 こ の ド ン ボ は

里 の シ ン ボ ル と な り 、 地 域 住 民 は 昔 な が ら の 農 村 風 景 の 再 構 築 と 生 態 系 保 全 の

た め の 活 動 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。農 地 周 辺 の 草 刈 り 、水 路 の 泥 上 げ 、農

道 や 水 路 沿 い の 花 の 植 栽 を 地 域 一 体 で 行 う こ と が 、 地 域 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

向 上 と 活 性 化 に 繋 が っ て い ま す 。ま た 、グ リ ー ン・ツ ー リ ズ ム 団 体 と 連 携 し 、都
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市 住 民 や 子 ど も が 体 験 で き る 、 魚 つ か み や 水 生 生 物 の 観 察 、 農 業 体 験 も 実 施 し

て い ま す 。  

今 後 も 、 地 域 住 民 と 都 市 住 民 の 「 癒 し の 場 」 と し て の 「 ド ン ボ の 里 」 を 守 り 続

け ら れ る こ と が 期 待 さ れ ま す 。  

【 岐 阜 県 飛 騨 農 林 事 務 所  大 坪 里 沙 】  

 

 

■ ２ ．生 態 系 に 配 慮 し た 施 設 を 維 持 管 理 す る に は ？ ～ シ リ ー ズ 1：農 村 地 域 の 自

然 ～ ■  

農 村 地 域 の 自 然 環 境 は 、農 業 生 産 活 動 と こ れ に 関 連 す る 施 設 の 維 持 管 理 が 継 続

的 か つ 適 切 に 実 施 さ れ る こ と に よ っ て 守 ら れ て い ま す 。  

農 業 農 村 整 備 事 業 の 際 に 整 備 さ れ た 生 態 系 に 配 慮 し た 施 設 に つ い て も 、適 切 な

維 持 管 理 に よ っ て 機 能 が 発 揮 さ れ ま す 。  

多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 を 活 用 し て 生 態 系 保 全 に 取 り 組 む 組 織 が 多 く あ り ま す

が 、 生 き も の の 状 況 を 観 察 し な が ら 、 継 続 的 に 取 り 組 む こ と が 大 切 で す 。  

農 林 水 産 省 で は 、生 態 系 に 配 慮 し て 設 置 さ れ た 施 設 を 適 切 に 管 理 し て 、十 分 に

機 能 を 発 揮 さ せ る た め の 「 生 態 系 配 慮 施 設 の 維 持 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 を ま と め ま

し た 。 こ の マ ニ ュ ア ル で は 、 STEP 1「 維 持 管 理 方 針 の 検 討 」、 STEP  2「 維 持 管 理

の 実 施 」、STEP 3「 効 果 の 測 定 」、STEP 4「 結 果 の 評 価 と 方 法 の 改 善 」の ４ 段 階 で

維 持 管 理 の 流 れ を 示 し て い ま す 。 次 号 か ら 、 こ の マ ニ ュ ア ル に 掲 載 し て い る 維

持 管 理 の ポ イ ン ト を シ リ ー ズ で ご 紹 介 し ま す 。  

 

◎ 生 態 系 配 慮 施 設 の 維 持 管 理 マ ニ ュ ア ル （ 農 林 水 産 省 HP）  

ht t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n k y o / k a n k y o _ h o z e n / i n d e x . h t m l  

【 農 林 水 産 省  農 村 環 境 課  農 村 環 境 対 策 室 】  

 

■ ３ ． 広 報 誌 「 aff」 で 各 地 の 取 組 を 紹 介 ！ ～ Team 雑 田 堀 （ ぞ う だ ぼ り ）（ 東 京

都 ） ～ ■  

 農 林 水 産 省 が 発 刊 す る 広 報 誌「 aff（ あ ふ ）」の「 MAFF T O P I C S」の コ ー ナ ー で 、

本 交 付 金 に 関 わ る 各 地 の 取 組 を 紹 介 し て い ま す 。  

 af f 7 月 号 で は 、 昨 年 度 の 全 国 事 例 研 究 会 で も 活 動 の ご 発 表 を 頂 い た 、 東 京 都

の 「 Team 雑 田 堀 」 の 取 組 を 紹 介 し て い ま す 。  

 都 市 部 に 残 る 農 業 用 水 路 を 、 地 域 が 一 体 と な り 、 市 民 が 自 然 と 触 れ 合 う 大 切

な 場 所 と し て 守 っ て い ま す 。 活 動 の 様 子 は aff や 昨 年 度 の 全 国 事 例 研 究 会 の 資

料 を ご 覧 く だ さ い 。  

 

◎ aff 最 新 号  

ht t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r / a f f / i n d e x . h t m l  

◎ 平 成 28 年 度 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 事 例 研 究 会  

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i / j i r e i _ k e n k y u _ k a i / H 2
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8 . h t m l  

【 農 林 水 産 省  農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 】  

 

■ ４ ． 全 国 事 例 研 究 会 の 参 加 者 募 集 ！ （ 継 続 案 内 ） ■  

前 号 で も ご 案 内 し た と お り 、 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 事 例 研 究 会 （ 平 成 29 年 10

月 11 日 （ 水 ）、 12 日 （ 木 ） 開 催 ） は 、 現 在 、 参 加 者 を 募 集 中 で す 。  

活 動 組 織 の 皆 様 や 自 治 体 、推 進 組 織 等 の ご 担 当 者 の 参 加 を お 待 ち し て お り ま す 。

な お 、 開 催 内 容 に 関 す る 詳 細 や 参 加 申 込 は 、 農 林 水 産 省 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧

下 さ い 。（ 申 込 締 切 ： 平 成 29 年 7 月 28 日 （ 金 ） 12 時 00 分 ま で ）  

 

▽ 詳 細 ・ 参 加 申 込 方 法 ▽  

以 下 の サ イ ト で 詳 細 を ご 確 認 の 上 、「 5.参 加 申 込 要 領 」 か ら お 申 込 く だ さ い 。  

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i / j i r e i _ k e n k y u _ k a i / H 2

9 . h t m l  

【 農 林 水 産 省  農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 】  

 

■ ５ ． 夏 休 み 恒 例 「 こ ど も 霞 が 関 見 学 デ ー 」 開 催 ■  

 農 林 水 産 省 で は 、 8 月 2 日 、 3 日 に 「 こ ど も 霞 が 関 見 学 デ ー 」 を 開 催 し ま す 。

こ の イ ベ ン ト は 、文 部 科 学 省 を は じ め と し た 府 省 庁 等 が 連 携 し て 平 成 12 年 度 か

ら 実 施 さ れ て お り 、 業 務 説 明 や 省 内 見 学 な ど を 行 う こ と に よ り 、 親 子 の 触 れ 合

い を 深 め 、 子 供 た ち が 夏 休 み に 広 く 社 会 を 知 る 体 験 活 動 の 機 会 を 提 供 す る も の

で す 。  

 今 年 、多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 で は 、兵 庫 県 と 連 携 し 、「 君 も た め 池 マ ン に 変 身

し て メ ダ カ の コ タ ロ ー と 農 村 の 生 き も の を 守 ろ う ！ 」 と い う プ ロ グ ラ ム を 設 け

て い ま す 。  

 こ の プ ロ グ ラ ム で は 、 兵 庫 県 で 活 躍 す る NPO 法 人 「 メ ダ カ の コ タ ロ ー 劇 団 」

に よ る ア ニ メ 紙 芝 居 や た め 池 ・ 疏 水 検 定 ク イ ズ 等 を 通 じ て 、 農 村 の 自 然 環 境 の

大 切 さ を 、 子 供 た ち に 楽 し く 学 ん で も ら い た い と 考 え て い ま す 。  

 

▽ 開 催 日 時 ▽  

平 成 29 年 8 月 2 日 （ 水 ）、 3 日 （ 木 ） 10 時 00 分 ～ 16 時 00 分  

 

▽ 詳 細 ▽  

イ ベ ン ト の 詳 細 は 、 以 下 の サ イ ト を ご 覧 く だ さ い 。  

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / k i d s / e x p e r i e n c e / k _ d / i n d e x . h t m l  

 

▽ 関 連 情 報 ▽  

◎ aff 6 月 号 MAF F T O P I C S「 生 き も の の す み か を 次 の 世 代 へ 」  

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r / a f f / 1 7 0 6 / m f _ t o p i c s 0 2 . h t m l  

◎ 農 村 振 興 局 フ ェ イ ス ブ ッ ク ペ ー ジ 「 た め 池 レ ー ダ ー ！ セ ッ ト オ ン ！ 」  
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h t t p s : / / w w w . f a c e b o o k . c o m / n o u s o n . m a f f / p o s t s / 1 8 4 5 4 8 6 0 0 5 7 0 3 8 2 2  

【 農 林 水 産 省  農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 】  

 

■ 編 集 後 記 ■  

 先 月 、研 修 で 長 野 県 立 科（ た て し な ）町 に 行 っ て き ま し た 。一 面 に 広 が る 田 園

風 景 、カ エ ル の 声 、た く さ ん の ホ タ ル 、プ ラ ネ タ リ ウ ム 並 み の 星 空 な ど 、立 科 町

の 豊 か な 自 然 に 心 洗 わ れ る よ う な 一 週 間 で し た 。 研 修 で は 、 多 面 的 機 能 支 払 の

活 動 に 携 わ っ た 職 員 の 方 の お 話 を 伺 い 、 実 際 に 活 動 を さ れ て い る 方 々 の 視 点 か

ら こ の 制 度 に つ い て 勉 強 さ せ て い た だ き ま し た 。 現 場 の 声 を 大 切 に 、 日 々 の 業

務 に 取 り 組 み た い と 改 め て 思 い ま し た 。 研 修 作 業 の 一 つ と し て 、 特 産 品 で あ る

リ ン ゴ の 摘 果 作 業 を お 手 伝 い さ せ て い た だ き ま し た が 、 一 般 の 方 々 も 収 穫 作 業

に 参 加 で き る そ う な の で 、 ま た 秋 の 収 穫 時 期 に 立 科 町 を 訪 れ た い と 思 い ま す 。  

--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

◇ 平 成 29 年 度 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の あ ら ま し は 、 こ ち ら か ら ご 覧 く だ さ い 。 

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i . h t m l  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

◇ 配 信 先 メ ー ル ア ド レ ス の 変 更 ・ 配 信 解 除 等 ◇  

 メ ー ル ア ド レ ス 等 の 変 更 や メ ー ル マ ガ ジ ン の 配 信 解 除 等 は 、 以 下 の サ イ ト か

ら 手 続 き を お 願 い い た し ま す 。  

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g /  

  な お 、手 続 き に は 、パ ス ワ ー ド が 必 要 で す 。お 忘 れ の 場 合 は 、以 下 の サ イ ト で

パ ス ワ ー ド を 再 発 行 し て 下 さ い 。  

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g / r e . h t m l  

 

◇ バ ッ ク ナ ン バ ー ◇  

 過 去 に 配 信 し た メ ー ル マ ガ ジ ン の 閲 覧 は こ ち ら か ら  

htt p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i / n o u s o n _ f u r u s a t o _ h o z

e n / i n d e x . h t m l  

 

◇ ご 意 見 ・ ご 感 想 等 ◇  

 メ ー ル マ ガ ジ ン に 関 す る ご 意 見 ・ ご 感 想 や 取 り 上 げ て 欲 し い テ ー マ 、 ご 自 身

の 所 属 す る 活 動 組 織 の 紹 介 文（ 300 字 程 度 ）等 に 関 す る メ ー ル を お 待 ち し て お り

ま す 。  

tam e n _ m l @ m a f f . g o . j p  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

【 発 行 】  

〒 １ ０ ０ ― ８ ９ ５ ０  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 １ ― ２ ― １  

農 林 水 産 省 農 村 振 興 局 整 備 部 農 地 資 源 課  

多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 （ 担 当 ： 横 田 ）  

TEL： ０ ３ ― ３ ５ ０ ２ ― ８ １ １ １ （ 内 線 ５ ４ ９ ３ ）  
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